
　ﾌﾟﾛ野球も大詰に近づいた｡ﾗｸﾞﾋﾞｰやｱﾒﾌﾄもｼｰｽﾞﾝ

を開始した｡ｽﾎﾟｰﾂの秋である｡

　野球のﾄﾗﾌﾞﾙでは,ﾎｰﾑﾗﾝ性のﾎﾞｰﾙが外野ｽﾀﾝﾄﾞのﾎﾟｰ

ﾙの内だとか,外だとか,ｽﾄﾗｲｸだﾎﾞｰﾙだとか,ﾀｯﾁが先

だ走者が先だとか,大試合になるほどよく揉める｡ﾗｸﾞ

ﾋﾞｰなどﾚﾌﾘｰ 1 人の判断にほとんど頼り,その権威は

絶大であるので,微妙な判定は語り草となる｡昭和 60

年の大学選手権決勝で,慶応と同志社が戦った｡試合

終了間際,慶応が同志社のｺﾞｰﾙ前中央でｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞの

反則を取られたが,慶応側に立つ人は,今日でも｢あれ

はｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞでなかった｣と信じている｡自分もあの

ﾌﾟﾚｰは,国立競技場で眼の当りに見た｡微妙であった｡

自分は同志社側であったので,｢ﾚﾌﾘｰの判定に文句を

云うな｣との立場であった｡あのｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞがなけれ

ば,慶応のﾄﾗｲ･ｺﾞｰﾙで慶応が優勝していただろう｡ｱﾒﾌ

ﾄは複数の審判の眼で判定しているし,ｹﾞｰﾑ進行を決

める 10 ﾔｰﾄﾞ前進の判定は,微妙なときはﾒｼﾞｬｰに頼っ

ている｡しかし,地上擦れ擦れのﾊﾟｽﾌﾟﾚｰの時など,ｷｬｯ

ﾁが先かﾎﾞｰﾙの接地が先かなど眼では判断しにくい

時もある｡自分が学生時代一番時間とｴﾈﾙｷﾞｰを費や

したﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙでは,ｼﾞｬﾝﾌﾟしてﾗｲﾝ内に着地してからｼ

ｭｰﾄしても大抵問題なし｡

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ界の有力者にそれを糺しても｢ﾌﾟﾚｲの流れ

で OK ですよ｣などとあいまいな回答が返ってくる｡

　ﾎﾞｰﾙが線を切ったか否か,ｽﾄﾗｲｸｿﾞｰﾝに入ったか否

か,ﾀｯﾁが先か否か,ｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞか否か,着地がどうだと

か,その目的に沿うように製作した測定器を用いれば

判定は容易であろう｡測定器も判定が困難な場合は,

どちらかに黒白がつくようあらかじめ決めておけば

良い｡と考えたが,人の眼による判定のあいまいさも

捨て難い｡あいまいさをも有利にとり込むのも実力

のうち｡ｽﾎﾟｰﾂを面白くするものの一つかも｡

　しかし,原子力を取りまく世界では,一寸事情が異

なる｡ある放射線量,ある放射能に対しても,何等かの

評価をする場合,立場によってｺﾒﾝﾄは区区である｡議

論のｽﾀｰﾄとなる放射線量,放射能については,正確な

ものでないと,何をしているのか分らなくなる｡あい

まいさは許されない｡このように考えて来ると原子

力の世界において,一般の方への原子力の情報伝達,

原子力関係者の議論のための材料提供において,｢放

計協｣の果たす役割は大なるものがあると考える｡

　正 し い 測 定 を
　　　　　　　　科学技術庁

原子力安全局長　佐竹　宏文



　私は今年の夏,数週間ﾓｽｸﾜに滞在する機会があり,ﾓ

ｽｸﾜで直接市民の生活の雰囲気に接することができ

た｡そこで見聞きした印象を思いつくままに紹介す

る｡

　今のﾓｽｸﾜの経済は混乱の極みに達し,餓死者が出る

ほど食糧不足になっており,ﾏﾌｨｱが暗躍して危険であ

る,と一般に思われている｡私もそのような情景を想

定してﾓｽｸﾜに行った｡しかし目にしたものはどうだ

ろう｡

　食料が不足しているという例としてよくﾃﾚﾋﾞで報

じられるﾛｼｱの情景が,市場の長い行列とｶﾞﾗｶﾞﾗの陳

列棚である｡確かに特定のものは不足しているのか

もしれないが,長い行列の原因は店員のゆっくりとし

た対応にあると思う｡混み具合に関係なくﾏｲﾍﾟｰｽで

作業をすすめている｡また,同僚も担当が異なれば,ど

んなに隣が忙しくしていようと,客が並んでいようと

無視である｡知り合いがきたり,竜話がくれば客に関

係なく長々と話している｡ある時は,電話で口から泡

をたて机をたたいて喧嘩をしていた｡

　食料がほんとうに不足しているのなら,ｱﾌﾘｶと迄は

いかなくても全体的にやせ細った人達が街中いたる

ところで目につくはずである｡実際は,日本では珍し

いくらい,栄養が行き届き,恰幅のよい人が多い｡ぶつ

かりでもしたら跳ね飛ばされそうなほどの強そうな

ｵﾊﾞｻﾝがたくさんいる｡

　地下鉄駅周辺は物を売る人で混雑している｡それ

をくぐって駅に入りｴｽｶﾚｰﾀに乗ると,その長くて,30

度を超える勾配とｽﾋﾟｰﾄﾞにはとまどってしまう｡ﾎｰﾑ

は駅によってそれぞれ工夫をこらしたﾃﾞｻﾞｲﾝの大理

石の彫刻ときれいなｼｬﾝﾃﾞﾘｱの美しさに驚かされる｡

ﾆｭｰﾖｰｸの地下鉄のように治安が悪くて電車にのって

危険を感じるということはまずない｡ﾓｽｸﾜ市はでか

いせいか,地下鉄の区間は長い｡車内にはぶらさがり

の広告はない｡黙々と文字のびっしりとつまった分

厚い本や,固そうな新聞を読んでいる人が多い｡東京

の山の手線などではﾏﾝｶﾞやｽﾎﾟｰﾂ新聞を読むか,ある

いは広告を見ている人の多いのとはえらい違いであ

る｡

　運賃は距離に関係なく一律 1 ﾙｰﾌﾞﾙ,ﾊﾞｽも同様であ

る｡ﾊﾞｽのﾁｹｯﾄは車内にある切符切り器で自分で切る

ことになっている｡ﾗｯｼｭで手の届かないときは近く

の人に切ってもらう｡親切な習慣である｡

　ﾓｽｸﾜで外人がｱﾊﾟｰﾄを探すのは,昔ならもっぱら斡

旋する公的な機関によっておこなわれていた｡旧ｿ連

の時代は,ｱﾌﾘｶ,東欧諸国などからの人が多く,ｱﾊﾟｰﾄ

の空き部屋が無く,時間がかかったとのことである｡

新制ﾛｼｱになってこういった人達が去り,空いてるｱﾊﾟ

ｰﾄが増えているといわれている｡しかし,今ではその

機関は機能していない｡この機関は西側の企業と合

弁で外人用のｱﾊﾟｰﾄの経営を始めている｡このような

西側の合弁のｱﾊﾟｰﾄはｾｷｭﾘﾃｨと法的所有権がしっか

りしているのはよいが非常に家賃が高い｡たとえば 1

～5 ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑで年間3万ﾄﾞﾙ～9万ﾄﾞﾙもするものもあ

る｡まるで都心の高級ﾏﾝｼｮﾝなみである｡

　少し前までは市民は国から住宅をあたえられてい

たが,最近ただ同然の値段で払い下げられ所有権を得

ることができるようになったという｡これと平行し

て,賃貸,売買を業とする不動産屋が急激に増えてき

た｡しかしその実態は,学生の集団,公務員のｱﾙﾊﾞｲﾄと

いった類が多く,借りる者にとっては何ともこころも

とないものである｡家賃は市内では 1,000 ﾄﾞﾙ,2,000

ﾄﾞﾙというように,大雑把で,ｱﾊﾟｰﾄの立地条件や内装

の優劣ではない｡逆に借りるものからすれば良いの

があたれば得である｡運の悪い場合には,突如本当の

所有者が現れて追い出されることにもなりかねない｡

ﾛｼｱは人脈の世界と言われている｡よいところを探そ

うとすれば,良い紹介者をえるのが一番ということに

なる｡

　多くの市民は郊外に別荘を持っている｡週末とも

なるとそこで畑を耕したり優雅な生活をしていると

のことである｡日本で別荘を持てる人はどれくらい

いるであろうか｡

　公園を歩いていると犬を散歩させている人の多い

モスクワの印象

日本原子力研究所　加藤　正平



のが目につく｡よく見ると写真でしかみたことのな

いようなめずらしい,血統のしっかりしていそうな犬

が多い｡散歩の犬同士が接触しても,互いに無視して

いる｡また,主人から離れることなく,命令に忠実に従

っている｡

　散歩ではあたりかまわず小用をし,よその犬や猫が

近くを通れば吠えまくり,抑えるのに苦労するという,

私の飼っている｢与作｣という名の雑種犬を思い出し

た｡ﾛｼｱの犬の爪の垢でも煎じて飲ませたいくらい雲

泥の差で,何ともうらやましく感じる｡

　ﾛｼｱはどうも悪い印象を与えている｡その原因は,最

近ではｴﾘﾂｨﾝの突然の訪日中止や北方四島返還問題

など,どちらかというと良くない情報が多いことによ

るものと考えられる｡その他,報道が興味を引くため

極端な情景を伝えていることもあるのではないか｡

また,ﾛｼｱに行ったことのある人からの話でも,生活の

様子などについて良く言う人は少ない｡この原因は

多分に自分の国の常識やﾃﾝﾎﾟで考え比較しているこ

とによるものと考えられる｡ﾃﾝﾎﾟを合わせれば違和

感が薄れ,不満も少くなるのではないか｡

　世紀の大実験といわれる時代の後,ﾛｼｱの現実が厳

しいのは本当であろう｡歳老いた年金生活者は信じ

られないほどのｲﾝﾌﾚの中,これから迎える厳しい冬を

どうするのだろうかと考えさせられる｡科学研究技

術者も低賃金に喘いでおり,転職したり,あるいは他

のｱﾙﾊﾞｲﾄに精を出さざるを得ない状況にあるという｡

そうなると科学技術のﾚﾍﾞﾙは低下の一途を辿ること

となり,世界的損失であろう｡この国がおかしくなる

と世界のあらゆる分野に及ぼす影響は甚大であり,こ

けてはならないような気がした｡

　そのように悲観的に考えさせられる一方,ﾔﾐの世界

で表現されているように,ﾛｼｱ人は私達が考えている

以上にはるかに逞しい｡今年は厳しいといわれてい

る冬もなんとなく越していくのではないかという印

象も持たせる不思議な国である｡

「早く決めなさい」と母親にせかされて悩んでいるのだろうか。旧ロシア

政府庁舎ホワイトハウス前で開催されていた革命一周年記念ロックコン

サート会場には、15～100 ルーブルの手製の菓子を売る店が並んでいた。

(’92 年 8 月 22 日)



　まほろばの大和の国明日香には,古代人の実用装置

か,それとも呪術の道具か,謎の石造物が点在してい

る｡日本原子力文化振興財団では,10 月 26 日の｢原子

力の日｣に,広く国民に原子力を理解してもらうため

に,新聞広告を出すことになっている｡今年の広告は,

謀広告社の若いｽﾀｯﾌの発案になる｢明日香の亀の放

射線｣が採用になった｡明日香の｢亀石｣も謎の物体の

一つだが,これも昔から放射線を放出しつづけている

という解説がつく｡

　この広告案を採用する以上,わが方も科学的武装が

必要である｡広告社では,美人ﾓﾃﾞﾙを｢亀石｣に坐らせ

た広告写真を取るべく,撮影隊を現地に派遣した｡私

は同僚と 2 人で,｢亀石｣及びその周辺の放射線を実測

するため,｢はかるくん｣を持って撮影隊に同行した｡

　約 20 年前,高松塚古墳が発見された頃,家族ととも

に自転車を借りてこの付近を散策した｡その頃に比

べると,道路や史蹟の囲いなどが整備されたが,明日

香の趣きはそれほど変っていない｡その時は,寺院や

史蹟を訪ねながら,天智,天武,持統帝や蘇我氏の歴史

などを頭に浮べ,古代のﾛﾏﾝに浸ったものである｡しか

し今回は科学｡

　今年は異例に厳しい残暑で,撮影隊とともに明日香

に着いた日は,ﾓﾃﾞﾙ嬢の化粧もとける程の猛暑であっ

た｡われわれは｢亀石｣のところで放射線を測定した

後,本隊と別れて,主に石造物の地点で放射線を測定

して廻った｡まずこれらの石造物の材質を観察する

と,ほとんど花崗岩のようである｡関西地方はもとも

と花崗岩が多く,丈夫で大きい石材を得ることは比較

的容易だったのかもしれない｡恐らく近傍の石切場

から採石したものであろうが,たとえ距離は近くとも,

巨石の運搬,加工を行った当時の技術は驚異に値す

る｡

　さて花崗岩は岩石の中でも,放射性物質の含有量が

高いことはよく知られている｡｢亀石｣の背中で測定

してみると,指示値は周囲の畠の約 1.5 倍を示した｡

さらに｢石舞台｣,｢酒船石｣,｢鬼の雪隠｣｢鬼の爼｣等で

も測定した｡石の上面で測定したものは,ほぼ同程度

の値を示した｡蘇我馬子の墳墓とも伝えられる｢石舞

台｣は,巨石で囲った墓の天井にさらに巨石を積み上

げた壮大な石造物で,墓室はﾄﾝﾈﾙ状になっている｡こ

の墓室のなかの放射線はかなり強く,0.1μSv/h を超

える値を示した｡墓の主が蘇我馬子だとしたら,彼は

千年以上の間,娑婆の 3 倍くらいの放射線を受けてき

たことになる｡

　飛鳥の岡寺(おかでら)は,山の急斜面に建立された

寺院で,自然の景観と造形美とのﾊﾞﾗﾝｽが素晴しい｡前

回,急坂を自転車を押して登ったのを思い出す｡今回

はちょっと楽をして車で登った｡敷石を敷きつめた

参道を歩きながら,｢はかるくん｣で測ると,放射線は

意外に高い｡ここの敷石も花崗岩だが,赤味を帯びて

いるところから輸入ものではないかと思われる｡ま

た本堂前の六角形の石台上の測定値もかなり高かっ

た｡

　測定しながら一廻りして,｢亀石｣に戻ると,撮影隊

は炎天の中,まだ撮影を続けていた。

「はかるくん」による測定

測定場所 測定値(μSv/h) 備　　考

亀石上

亀石付近

川原寺跡

〃

〃

石舞台

〃

〃

岡寺

〃

酒船石

鬼の雪隠

鬼の俎

０． ０５０

０． ０３７

０． ０４６

０． ０５６

０． ０３８

０． １２０

０． １３８

０． ０４０

０． ０８０

０． １００

０． ０４３

０． ０７９

０．０５２

中央上面

畑　　地

礎石（Ａ）上

礎石（Ｂ）上

草　　原

墳墓内底面

墳墓内側面

墳墓外芝生

参道敷石

六角石台

石上面

内部底面

中央上面

まほろばの国　明日香の放射線
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　個人線量測定機関協議会(略称 個線協)は,わが国

でﾌｨﾙﾑﾊﾞｯｼﾞの測定ｻｰﾋﾞｽを行っている 4社(産業科学

㈱,長瀬ﾗﾝﾀﾞｳｱ㈱,ﾎﾟﾆｰ原子工業㈱,千代田保安用品㈱)

が,直接的に法令と対比する数値を社会に提供してい

る責任の大きさを認識し,昭和 59 年に発足した団体

です｡放射線計測協会(以下,放計協という｡)には技術

指導の立場から参画して頂いています｡

　協議会の目的は,個人線量の測定精度及び技術の向

上です｡運営は,定例･臨時の会合で行っています｡会

合は,本会と分科会があり,本会は 3 ｶ月毎に開催し,分

科会は専門的な事項について検討を行うため臨時に

開催しています｡

　これまでに討議した主な内容は,(1)測定技術に関

すること,(2)標準照射に関すること,(3)ﾕｰｻﾞに対する

啓蒙事項,(4)技術の研修に関すること,です｡下表に,

昨年までに行われた討議内容等を示しました｡

　また,当協議会は,各社の測定技術の維持向上と品

質管理の充実をはかるため,放計協のご協力を得て,

定期ﾁｪｯｸ(自主ﾁｪｯｸ,ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾁｪｯｸ)を年に延ﾍﾞ8回行っ

ております｡

　定期自主ﾁｪｯｸは,定期的に,放計協にﾌｨﾙﾑﾊﾞｯｼﾞの標

準照射と,照射線量の通知をして頂き,各社にて,測

定･評価等の校正を行うことにより,測定技術の品質

管理を自主的に行うことを目的としています｡定期

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾁｪｯｸは放計協にﾌｨﾙﾑﾊﾞｯｼﾞの標準照射をして

頂き,照射線量の通知なしに,各社にて測定･評価し,

その結果を放計協に報告します｡各社の測定値の標

準照射値に対するﾊﾞﾗﾂｷが,一定率を越えた場合は,放

計協と該当会社の間で技術的検討を行い,一定率内に

入るようにご指導を受けることになっています｡

　定期ﾁｪｯｸは,γ線と中性子線について行っています

が,ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾁｪｯｸの結果は,各社とも毎回一定の範囲内

に入っており,各社の測定技術水準の高さと安定性の

良さを示しています｡当協議会としては,ﾕｰｻﾞのみな

らず,広く一般の方々の,個人線量の測定に関する信

頼にも応えるため,今後ともより一層の努力を重ねて

いく所存です｡

個人線量測定機関協議会の紹介

個線協幹事　松本　進　(千代田保安用品㈱)

表　個人線量測定機関協議会の主な勉強会と討議事項

個人線量当量評価の動向について 浜田達二(RI 協会常務理事) 昭和 60 年 11 月

障害防止法の法令改正について 大山課長補佐(科学技術庁) 昭和 61 年 11 月

法令改正に伴う啓蒙資料の検討 本会 昭和 61 年 11 月

法令改正の技術的対応の検討 本会 昭和 62 年 2 月

安衛法(電離則)の法令改正について 福島係長(労働省) 平成 元 年 2 月

医療領域の放射線管理マニュアルについて 菊池幹事(保物専門委員会) 平成 元 年 2 月

個線協・技術説明用語の統一化の検討 本会 平成 2 年 3 月

ＩＣＲＰ90 年勧告について 吉田芳和(放計協専務理事) 平成 2 年 7 月

統計データを公表するための指針検討 本会 平成 2 年10 月

放射線防護のための線量測定の考え方 南 賢太郎(放計協参事) 平成 3 年 1 月



1.｢は　か　る　く　ん｣

　簡易放射線測定器｢はかるくん｣も 3 年目となり,一

つの節目を迎えた｡今年度(平成 3 年度)は次のような

特色があった｡

(1)改良型｢はかるくん｣の製作

　利用者の方々のご意見等を入れ,装置の小型軽量化

(6.3×15.1×2.6cm,重さ 210g と従来の約 2/3)と測定

開始時間の短縮化(従来の 1 分を 30 秒に)を計った改

良型(写真)を 250 台製作した｡これで｢はかるくん｣は

合計 1,000 台となった｡

(2)貸出し希望者の急増

　年度当初は貸出希望者の確保に苦慮したが,科学技

術庁が全国規模で出された新聞広告によって申込み

が殺到し,うれしい悲鳴を上げるとともに対応に忙殺

された｡とくに第 2 回目の広告(12 月 20 日付)は記事

欄中の囲み広告で目立ったせいか ,3 月末までに

4,000 名を越える申込みを頂いた｡

このため,貸出期間を従来の 3 ｶ月から 1 ｶ月に短縮す

るとともに,平成 4 年 8 月に 700 台を追加製作するこ

ととしたが,貸出し完了は 4 年末の見通しである｡申

込みを頂いた方には予定時期をお知らせしているが,

対応･貸出し時期が遅い,期間が短かすぎる等のご叱

声を頂いている｡

　なお,今年度の個人の申込みは 6,041 名,貸出しは

2,160 名であった｡

(3)団体貸出しの開始

　7 月より,放射線知識の普及に関与する諸団体への

貸出しを開始した｡この一環として高等学校での活

用を試験的に呼びかけたところ,予定の 3 倍近い希望

があり,ご相談の上,34 校に計 85 台をお貸しした｡今

後の一つの方向であろう｡

　団体及び前年度より行っている研修への貸出し

は,79 件,387 台であった｡

(4)宇宙線の測定感度

　｢はかるくん｣の宇宙線に対する感度が不明であっ

たため,今回,高々度(札幌及び沖縄便)及び湖上(大洗

近くの涸沼湖)において基準測定器との比較測定を

行った｡その結果,0.1 という予想以上に低い感度が

得られた｡

(5)｢はかるくん｣の説明会

　放射線の説明と｢はかるくん｣の紹介をかねた説明

会を全国各地で 7回開催した｡このうち 1回は高等学

校の理科教員を対象として,放射線の性質に関する幾

つかの実演を行い,関心を頂いた｡

2.放射線･放射能の測定実演説明会

　前年度に引き続き,自然放射線及び食品や空気中の

放射能の測定実演を中心とした説明会を,石川県,青

森県内の 5 地域において,2 日～4 日間実施した｡参加

者に食品の持参を呼びかけたところ大勢の方にご協

力頂き,興味をもって測定を見守っておられた｡

　今年度はとくに(財)大阪科学技術ｾﾝﾀｰにお願いし

て,同ｾﾝﾀｰが実施する子供向の展示会｢ふしぎ科学館｣

に併設させて頂いた｡2 地区において 2,000 名及び

3,000名と非常に大勢の来場者があり,子供達も,また,

同伴の父兄の方々も自然にも放射線のあることを,ｶﾘ

肥料や花崗岩の測定を通じて実感されていた｡

進展するＰＡ活動　－平成３年度－

（財）放射線計測協会　小池　満



1.事業の概要

　放射線計測に関する技術の向上,成果の普及等を公

共的な立場から行うことを目的とした事業として

①放射線測定器の点検校正　②放射線管理試料等の

放射能測定　③放射線計測技術に関する調査･試験

研究　④放射線技術者の養成訓練　⑤放射線知識の

普及活動等を行っている｡

　本年度は科技庁から委託した簡易放射線測定器

｢はかるくん｣の貸出し業務が増大する｡また,新たに

茨城県から受託する空間線量と核種組成の調査業務,

および電力 10 社と協力し,個人線量計の高度化実証

研究を開始する｡これら,拡大する事業を円滑に推進

するため,特に急務となっている業務処理の OA 化,

および業務の効率化を積極的に進めるとともに,居室

の狭あい,作業環境等の改善について検討を行う｡さ

らに計量法改正にともなう｢計量標準認証制度｣への

対応を積極的にすすめる｡

2.事業の内容

①放射線測定器の点検校正等閑連業務

　点検校正台数は前年度と比べ約 9%増加している｡

測定器の特性試験は法令改正にともなうﾒｰｶｰの個人

線量計の開発対応が一段落した｡

②試料の放射能測定等

　本業務は,放射線管理と環境管理に必要な各種試料

の放射能測定,および全身計測業務を実施しているほ

か,JPDR 解体時のｺﾝｸﾘｰﾄ試料から生じる放射能の浸

出試験等を実施している｡

③施設等の放射線管理

　原研の JPDR 解体時の廃棄物管理,個人被曝管理,

および JRR-3 の放射線管理を受託したほか,新たに

民間事業所における放射線ﾚﾍﾞﾙ,表面汚染密度の測定

業務も実施している｡

④調査および試験研究

　科技庁から求められている放射線計測機器の規格

化に関する対策研究として,ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀによる環境γ線

測定ﾏﾆｭｱﾙの作成と,

環境におけるｶﾞﾗｽ線量計の特性試験等,原研から発生

する廃棄物の処理処分に関する方策の調査を,また原

安協からは放射線計測器の標準化に関する調査を受

託し,これを実施している｡また新たに電力 10社と協

力して,個人線量計の特性試験等をおこなう｡さらに

茨城県から東海地区における空間線量と核種組成の

調査業務を受託し,実施する｡

⑤技術者の養成訓練

　定期講座として,3 ｺｰｽの講座,｢放射線管理入門講

座｣,｢放射線管理･計測講座｣および｢原子力教養講座｣

をそれぞれ予定どおり実施している｡また受験講座

として,放射線安全講習会等への講師派遣等も実施し

ている｡本年度は定期講座ｶﾘｷｭﾗﾑの見直し等を予定

している｡

⑥公衆に対する放射線知識の普及

　科技庁から原子力 PA を目的とした簡易放射線測

定器の貸出し業務を受託し,｢はかるくん｣を追加製

作して,合計1,700台について貸出しを行うとともに,

全国 7 地域で説明会を開催する｡通産省からは移動

車両による原子力発電にともなう放射線の知識普及

を目的とした事業を受託し,放射能･放射線の測定の

実演と説明会を行うとともに,本年度から通産省と科

技庁の両省庁による放射線について,知識の普及業務

(移動 PR 館)を受託し,青森県内において,放射能およ

び放射線の測定と実演の説明会も実施している｡

3.計量法改正への対応について

　計量法は昨年の夏,計量行政審議会(事務局:通産省

機情局計量行政室)の答申を受けて,通産省計量行政

室を中心に改正法案が検討されていたが,平成 4 年 5

月 20 日に改正法令が交付された｡

現在,法改正にともなう政省令の改正の検討作業が行

われており,明年春までに改正内容が決定され,平成 5

年 11 月 20 日までに施行されることとなっている｡

当協会としては,これらへの対応について検討を開始

した｡

放計協業務の現状について



第 12 回放射線計測協議会

　平成 4年 7月 10日表記の協議会が織田暢夫委員長

の他約 15 名の出席を得て開催された｡議事の概略を

以下に示す｡

1.業務槻要の報告　　　沼宮内専務(放計協)

　平成 3 年度には業務を順調に実施した｡また,

標準供給認証制度とも関連して,第 2 回の放射線測定

器の校正に関する海外調査を行った｡平成 4 年度に

は電力 10 社との共同で｢個人線量計の高度化実証研

究｣をｽﾀｰﾄさせ,特性試験や総括業務を分担する｡

2.放射線測定器の校正等の海外調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　幹事

　今回はｱﾒﾘｶ,ｶﾅﾀﾞ,ｽｳｪｰﾃﾞﾝの国家標準機関,二次校

正機関を訪問し,放射線標準のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ体系,標準･

校正施設及び原子力施設における放射線管理測定の

現状などについて調査した｡米国では,NIST(旧NBS)

が中心となって,測定品質認証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを整備中であ

る｡2 次校正機関の認証には保健物理学会や任意団体

(NVLAP)などがあたり,技術･ｻｰﾋﾞｽ,運営などの細目

にわたる基準に基づいて行われており,すでに個人線

量,ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ校正,医療などの分野で実施段階にある｡

ｶﾅﾀﾞでは個人線量分野での基準作成が,ｽｳｪｰﾃﾞﾝではﾗ

ﾄﾞﾝ標準の確立が行われている｡

(関連記事　本ﾆｭｰｽ 10 号)

3.計量法の改正について　　鈴木　功室長(電総研)

　改正された計量法について放射線関係の事項を中

心にその概要と検討課題について説明があった｡

明年秋の施行に向けて政省令の改正の検討作業が行

われている｡関連する物象の量,特定計量器,指定校正

機関などについて質疑や討論が行われた｡

研修講座のご案内

　平成4年度の研修講座の10月以降の開催予定は下

記のとおりです｡放射線管理業務に必要な入門的知

識の習得を目的とした｢放射線管理入門講座｣および

同業務に要求される中級程度の知識の習得を目標と

した｢放射線管理･計測講座｣,地方自治体職員その他

一般の方々を対象とする｢原子力教養講座｣の 3 講座

について実施します｡講座内容の詳細については協

会研修部までお問い合わせ下さい｡

●放射線管理入門講座

　　第 18 回　平成 4 年 10.12(月)～10.16(金)

　　第 19 回　平成 5 年 1.25(月)～1.29(金)

●放射線管理･計測講座

　　第 42 回　平成 4 年 11.16(月)～11.20(金)

　　第 43 回　平成 5 年 3.15(月)～3.19(金)

●原子力教養講座

　　第 18 回　平成 5 年 2.15(月)～2.19(金)

　　　　　　問い合わせ先　TEL　0292-82-5546

FAX　0292-83-2157

放射線管理研修用ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟについて

　放射線防護の立場から,放射線管理区域内作業で採

るべき行動等についてｲﾗｽﾄや実写による映像から正

しい知識の習得が図られるよう｢視聴覚教材｣として

ご利用いただくことを目的としたものです｡

　標題:｢放射線作業の実際｣(付属解説書付)

　　　　ⅤＨF またはβⅡ;27 分

　　　　頒布費 36,000 円(消費税,送料込)

編　集　後　記

　人類が誕生した苦から,人類は宇宙と地球からの放射線と

共栄して来たといえなくても,共存してきたという事実,つま

り,我々の身の周りに自然放射線があるということは,一般の

人々の間ではそれほど知られていない｡

　当協会の業務の一部として行っている｢はかるくん｣や食

品ﾓﾆﾀｰによる自然放射線の測定の実体験は｢百聞は一見にし

かず｣の如く説得力があり,多くの人々に理解されたようであ

るが,これを恐ろしいとか怖いという感じをもった人はいな

かった｡やはり,正しい知識を分かりやすく説明することの重

要性と必要性を痛感している夏の終わりでもある｡
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